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共 想 友 創
kyousou-yousou

Holding Hands ,  Releasing Ideas

ワタシは0から1を生み出すアーティストではありません。

話し合うことで、初めて0から1への架け橋を繋いでいくことが可能となります。

十人十色という言葉があるように、一人ひとりが持つポテンシャルは無限大です。

手を取り合い協力することで、想像以上の創造が可能となります。

そこにジャンルは関係ありません。

未だ見ぬ目標まで、“友人”としてお応えします。



粱 根  陽  a w a n e  a k i r a

c r e a t o r

P ROF I L E

粱根 陽（アワネ アキラ）の簡単な生い立ち

暑いぞ熊谷！で微妙に有名な埼玉県熊谷市出身。現在は東京都在住、実家は

神奈川県横浜市。ファミコン世代の1982年生まれ、ゲーム好き36歳。熱中す

るものを見つけると“猪突猛進”にのめり込む、典型的なB型気質。父が技術者

だった為、小学校低学年時の自由研究にてコンデンサの仕組みを発表し渇い

た拍手を貰う。その影響もあり、高校時代は恋愛もバイトも部活もせず勉強

し東京理科大学に入学する。受かるはずないと思っていた担任の先生の第一

声「嘘だろ？」という言葉が今でも忘れられない。高校での反動が出てサー

クルやバイト、遊びに精を出す。大学3年にて軽音サークルの会長を務め、ラ

イブや合宿の指揮を取る。その後、事情により潰れる。理系の授業はもうた

くさん！と一般就職を希望するも憧れのファッション系では全落ち。某有名

専門学校の企画営業の内定をいただきインターンとして働いていたが、楽し

そうに通う学生達のキラキラした目に心奪われ、専門学校でデザインの勉強

をしようと内定を辞退し、東京デザイン専門学校へ入学する。ファッション

が好きだったこともあり自分はセンスがあると思っていたが、他生徒達の圧

倒的センスの前に努力だけではどうにもならない世界があることを知る。選

択科目でのWEBの授業がとても楽しく、HTMLやCSSを学びサイトを作りまく

る。時代はFlash全盛期！FlashアニメーションやFlashサイトを作りまくる。

WEB系の会社に入社したい！と就職活動を進めていく中で、ご縁があり、EC

サイトを運営するナチュラルウェブ株式会社に入社する。その後、転職を経

て、自社メーカーの子会社でありWEBのマーケティング、ECサイト運営をメ

インとした株式会社アンティバックマーケティングに入社、在職中。現在に

至る。2016年に結婚、2017年に第一子が産まれ、絶賛親バカ発動中。
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ナチュラルウェブ株 式 会 社 株 式 会 社 アンティバックマーケティング

株式会社アンティバックマーケティングでの職務経歴

自社メーカーのECサイト運営をメインに、２店舗立ち上げから運営、デザイン、発注、お客様サポート等、発送以外の全ての業

務に従事しております。新商品発売に伴い、LP作成や、撮影等も行なっております。

自身が入社して1ヶ月後に代表が退職するという大きな転換期があり、少ない人数の中、仕事の裁量は多かったですが、採用時

に言われた新規サイト立ち上げで利益を出して欲しいという目標は半年かかりましたが自身の給料分は達成することが出来まし

た。

前職から長年携わってきたECサイトでの業務知識を活かし、新規に自社商品だけではなく、他社メーカー商品をメインに扱った

ECサイトを作りました。当時、自社商品はかなり売り上げていましたが、リスクヘッジは必要かなと考え、取締役の方に相談し

新規サイト開設の承諾をいただきました。

仕入れは初めてでしたが、各メーカーの営業の方々と話したり、各商品に込められた思いを直に聞くことが出来、作業的に取り

組んでいたECサイトでの運営業務にとても良い刺激となりました。自分の中で、目標、課題として売り上げを上げていくことは

勿論でしたが、立ち上げ１年で100万円、２年で200万円、２年６ヵ月で300万円突破と順調に売り上げを伸ばしてこれたことは

自信に繋がりました。

現在は、自社サイトの運営業務に加えて更に新規事業として、趣味のカメラを活かしたカメラ専門ブログの運営と、占いのポー

タルサイトの考案、作成を行なっております。

ナチュラルウェブ株式会社での職務経歴

前職では、自社ECサイトの店長として、2店舗を運営しておりました。最終業務では、2店舗の運営に加えて、自社ECサイト全

店舗のデザイン、制作部署のチーフとして仕事の割り振りや新人の研修、採用業務を行っておりました。

苦悩した点は、”売れるデザインとは何か？”ということ、そして”チームでの立ち回り”についてになります。当時、「デザイン

＝格好いい」という方程式で凝り固まった頭にモール内での1円の安さを競い合うECサイトでのデザインは衝撃的で馴染めませ

んでした。同じデザインを担当していたライバルに負けじと、プライドと今までのデザインの価値観を捨て、不恰好でも売れる

デザインが求めた結果、担当していた店舗の売り上げを最終的に約6倍まで伸ばしました。勿論、一人の力ではなく、チームの

力があったからこそになりますが、ここが”チームでの立ち回り”を考えさせられた点になります。

デザインとして個人で走っていた時期があり、それでも性格的に上手く立ち回ってきましたが、リーダーという役職を頂いてか

ら、上司と部活との間で、否応無くチームとして自分がどう歯車に合えば良いのか考えさせられました。リーダー時、全ての責

務を背負い込見過ぎてしまい、精神的に大変な時期がありましたが、全てを話し合い、役職はあれど対等として動きまわれる環

境を皆と作り上げられたことで、役割分担が上手く出来、結果信頼し合える仲間となりました。

退職前はチーフとして部署の統括とは別に全体をよくする為に他部署とも関わり、職務内容が違う中、対立等揉めることも多々

ありましたが、会社を良くしていきたいという考えはみな持っており、その手順が違うことを知りました。とても良い経験でし

たが、その中で自分の考える正しさと会社の求めるカタチが合わなくなり、前職の代表と話し合い退職という道を選びました。

［勤務期間］ 2007年 4月 ～　 2013年 5月

［勤務期間］ 正社員

［社員数］ 40名（制作部7名）

［役職］  チーフ

［職種］  ECサイト運営・デザイン、企画

［勤務期間］ 2013年9月 ～ 現在

［勤務期間］ 正社員

［社員数］ 14名（マーケティング事業部4名）

［役職］　　　　  無  

［職種］  ECサイト運営・デザイン、企画、仕入れ、お客様対応、社内デザイン、ブログ運営

株式会社アンティバックマーケティングナチュラルウェブ株 式 会 社東 京 理 科 大 学

東京デザイン
専門学校

2007 - 13 2013 -
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WEBバナー

01  WEBバナー　/　WORKS

前職でも現職でもECサイトに従事しているので、トータルで数百という数のバナーを作っています。小さく限られた空間にどれ

だけの情報を入れ込むのか、縦長、横長、真四角など様々なタイプで同じ内容のバナーを作る作業は、レイアウトの訓練にもな

りました。

前職では取扱商品が生活消耗品ということもあり、比較的安価であり、数をどれだけ出すかという事が大事で、チラシ風デザイ

ンを意識してお買い得に見せるバナーを作成していました。安さを押し出す場合、賑やかで派手な方がクリック率、コンバージ

ョンが高く、オシャレ→賑やかさを重視したデザインをした結果、売り上げが２倍以上伸びました。



0 2  WEB特集ページ　/　WORKS

お買い得でも、見た人によりお得感を意識してもらうために、裏価格を用意し、スーパーの生鮮食材の特価チラシなどを意識し

たチラシ風デザインのSALEを毎週開催しました。基本、土日開催で会社が休業している期間でも売り上げを伸ばすことが第一目

標、また裏価格商品を手に入れるにはパスワードが必須で、メルマガ会員登録することでそのパスワードが毎週手に入れられる

ようにした結果、メルマガ会員は5000人以上増加しました。オシャレな雑貨やインテリアをメインに打ち出した店舗ではデザイ

ンを変えて、スタイリッシュなデザインに仕上げて同様に開催していましたが、WEBチラシほどの効果は得られませんでした。

楽天市場というモールでの売り方は賑やかな方が反響が大きかったです。

WEB特集ページ



ランディングページ

03  L P　/　WORKS

モール内での販売では、検索と価格が売り上げに大きく関わってきますが、ランディングページ、商品ページの充実さは、自身

の商品知識向上や、お客様のクレーム回避にも繋がり、とても重要なコンテンツになります。

ラフ案を作成し、メーカーにレンタルした商品を自宅などで撮影し、作り上げていったページがメーカーに気に入られることも

しばしばあり、関係の向上にも繋がりました。また新規お取り引きメーカーへの交渉材料としても使えるので、とても利便性が

高いことを知りました。



0 4  P C、モバイルサイト　/　WORKS



PC、モバイルサイト

04  PC、モバイルサイト　/　WORKS

モバイルファーストという言葉はEC業界では今でもとても重要で、例えば、商品ページなどをテキストと商品画像だけだったの

を、縦スクロール上にただ画像を並べただけでも翌日には注文が入ることもよくあります。

自分が運営していたサイトでもPCとモバイルではモバイルの方が売り上げの比率が高く、スマートフォンでチェックをしながら

文字や画像の間隔などを調整し、デザインしています。

サイトURL：https://www.rakuten.ne.jp/gold/r-natur/



紙媒体

05  DTP　/　WORKS

現在も使用している自社の封筒や、自身の名刺をデザインしました。自社メーカーの商品を修理に出した際に、お詫びとして同

梱するチラシは自社のWEBショップで使用できるクーポンとしてデザインしています。実店舗で買われたお客様でも自社ECショ

ップへのお買い物が楽しめるという流れは、自社ショップへの取り込み、リアルとネットを上手く繋ぐ道具となればと行ないま

した。結果、ECショップのチラシを通しての会員数、メルマガ購読者数増加に成功しました。



ブログ

006  ブログ　/　WORKS

カメラや写真、画像編集についてまとめた情報ブログを運営しています。

個人で運営しているブログを元に、テーマを絞ったら集客しやすいのではと、先ずは記事数を増やすことでPV数増加に努めてい

ます。会社として最終的に利益を生むために、google adsenseやASP、自社画像提供サイトへの相互リンクなどで利益獲得を考

えています。112記事、7,200UU月/、9,000PV/月。

サイトURL：https://photomilk.net/



0 0 6  ブログ　/　WORKS

サムネイルでは自身で撮影した画像や、フリーの素材を用いることも多いですが、他ブログと視覚的に差別化する為に簡易的なキャプ

ションを必ず付けます。ゴシックか明朝か、サンセリフかセリフか、写真や画像と文字のバランスにこだわって作成しています。



0 7  スチル写真　/　WORKS

初めてスタジオでの撮影を体験し、立地と光の大切さを学びました。商品を活かすにはどこで撮影すれば良いか、構図はどうす

ればWEBで利用しやすいのか、お客様が望んでいる写真は何かなど、趣味の延長だったカメラもあらためて基本から応用まで勉

強しています。

スチル写真



ブランディング

08  ブランディング　/　WORKS

知人が運営しているフラワーアレンジメント業の「Floral Parade」のブランディングを行いました。

ワークショップをメインとしており、集客アップを望んでいたので、まずWEBサイトの作成の提案（※）し、その後、会社がど

のようなことをどれくらいの価格で行なっているか、ワークショップで直ぐに渡せるようにリーフレットを作成。合わせて、名

刺をリニューアルしました。※WEBサイトはコンセプトを考案後、友人にお願いしました。リーフレットは、WEBが苦手な方に

も親しまれたようで喜んでいたという嬉しい反響も頂いております。現在では、作品などの写真撮影などを定期的に行い、サイ

トのコンテンツの充実化するとともに、SNSや動画コンテンツに力を入れていく予定です。



0 9  ウェルカムボード　/　WORKS

知人のウェルカムボード作成を頼まれ、絵が上手な新婦の共通の友人と共同で制作しました。アートが好きだったので、それに

ちなんだものに出来上がったら嬉しいのかなと、新郎新婦を模写してもらい、リキテンスタイン風に仕上げました。（左作品）

もう一つのウェルカムボードは写真一枚に当日出しという限られた時間の中での制作でした。二人の好きなカラーと一緒に歩ん

でいくという様をグラフィカルに表現しました。（右作品）

ウェルカムボード



L I F E



毎日手にするものだから、使うものにもこだわりたい。良いモノは積極的に取り込んでいきますが、先ずは自分が気にいるかど

うかを第一に考えています。そして、そのモノにどれだけ費やす時間も大事な要素。仕事中、休憩時間、通勤時、休日、空いた

時間を上手く活用できるようなモノへの探求は、ミニマリストと逆行しているかもしれません。それは個性であり大切なことだ

と私は思います。例えば、フィルムカメラは現像が必要で、写真として確認するまでに時間を要します。でもその過程を踏むこ

とで味わえるワクワクや、出来上がるものへの思いが自分の気持ちをより向上させます。実際、ちょっとクセがあるものほど愛

着がわいてきたりするものです。デジタルツールもアナログツールも、上手く自分なりに取り入れることを大事にしています。

TOOL



友人と一緒に「写真」をテーマにした展示会を開催したときの作品。タイトルは「My-i」。“eyeであり、ideaであり、identity

であり、愛である。”撮影した写真（現実）を、リアリティある非日常に表現しました。私にとって初めての展示であり、企画、

撮影は勿論、展示スペースの活用が難しく、大きなスチレンボードにまとめることで、低コストに最適なカタチで展示すること

が出来ました。自撮り撮影が多く、作品作成時まで全貌が中々想像出来ない点も難しかったです。その分、フィルム現像時のよ

うなワクワク感と楽しさを、作品に埋め込められたかなと思います。新宿の目を知っている方が多かく、驚きと共に嬉しい点で

した。

EXHIBITION

A　遊戯中の戦略と葛藤

B　現代視覚における考想と構想の弁論

C　夢と現実で起こりうる幻想世界

D　日常にあるよくある風景

E　未来都市新宿新都庁前

F　理想と現実の境界の彼方

G　無題   -  マンレイへ愛を込めて  1  -

H　無題   -  マンレイへ愛を込めて  2  -

A B E F

C D G H



BLOG

カメラをガジェットを中心に、映画やファッション、カフェなど色々な情報をまとめた個人ブログ。

私の趣味嗜好の幅が広く浅く、カテゴリが多岐にわたるので「広く浅く」をモットーに、ワタシ個人の生活に関してや知識、事

象を主観的に捉え、書き連ねる意味を込めて「akiragoto」と名付けました。

更新は遅いですが、開設から3年経ち、テーマも1から作成したオリジナルだけにかなり愛着のあるブログになります。

140記事、12,000UU/月、22,000PV/月。

サイトURL：https://akiragoto.com/



AFTER WORD

最後まで閲覧いただき、ありがとうございます。とにかく多趣味で色々なことに挑戦してみたくなる性分なので、これを極めて

いる！といった武器を私は持っていないかもしれません。その代わり、細々とした道具を持っているので、臨機応変に組み合わ

せ、色んなジャンルに当てはめていくことを得意としています。そういったことを考えることが好きですし、もっとその幅を広

げていきたいと思っています。

2016年に結婚し、2017年に第一子が産まれ、私の生活スタイルもガラリと変わりました。守りに入ったらお終いだなんてよく

聞きますが、守る為に攻める姿勢は大事なことだと思います。そして、私自身が色々なことにチャレンジすることが自分の子供

にも良い教育になるのではないかと信じています。限られた中から１つではなく、まだ見ぬたくさんのものから自分で選択する

力をつける。そういった教育をする為にも、自分自身が攻めることを辞めないよう心掛けています。

現在の私の仕事を大きくカテゴライズすると“デザイン”という分野になりますが、より頭脳を活かしてクリエイティブに動ける

人間になっていくことが目標です。そして、色々な職種や国籍関係なく輪を広げていけたらとても嬉しいことで、夢でもありま

す。夢に向かう為に目標達成に向け、先ずは、目の前にある物事を１つ１つクリアしていきます。


